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概要 
Abstract 

  
抗菌薬適正使用（Antimicrobial stewardship; AS）活動は医師、薬剤師、臨

床検査技師が中心となる AS チームがその任を担う。その中で、微生物検査

室からの情報を元に、感染症の診断の適切なアドバイスや抗菌薬の選択、

治療期間の決定等に携わる感染症専門医師と投与量や特殊な患者への注

意点、薬物相互作用等のアドバイスを行う薬剤師は連携して担当医にフィー

ドバックすることが求められる。 
大学病院等の基幹病院には AS 活動に携わる専従スタッフがある程度揃っ

ており、コロナ禍でも十分な活動を維持できているが、地域の医療施設では

人員不足とコロナ対策に追われ AS 活動が十分活動できていない現状が垣

間見られる。当院では、薬剤師は感染制御部の「専従」として、AST 活動の

中心的役割を担っており、特定抗菌薬の処方例の管理〜抗菌薬適正使用

の判断、長期抗菌薬投与患者の管理〜治療継続要否の判断等、医師から

薬剤師へのタスクシフトも進んできている。講演では当院の AS 活動を紹介

する。また、最近の抗菌薬および抗真菌薬に関する基礎研究をあわせて報

告する。 
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